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(57)【要約】
【課題】　水蒸気透過性と皮膚追従性に優れ、貼付時の皮膚刺激が少なく、さらに剥離時
の糊残りや角質損傷が少ない医療用粘着剤組成物を提供すること。
【解決手段】　炭素数１４～２２の分岐鎖アルキル基を有する（メタ）アクリレート及び
極性モノマーを含むアクリル系モノマー混合物を懸濁重合して得られ、平均粒子径が１０
μｍ～１００μｍであるアクリル系粘着性微小球、及び架橋された吸水性ポリマー
を含む医療用粘着剤組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素数１４～２２の分岐鎖アルキル基を有する（メタ）アクリレート及び極性モノマー
を含むアクリル系モノマー混合物を懸濁重合して得られ、平均粒子径が１０μｍ～１００
μｍであるアクリル系粘着性微小球、及び架橋された吸水性ポリマーを含む医療用粘着剤
組成物。
【請求項２】
　前記架橋された吸水性ポリマーが粒子状である請求項１に記載の医療用粘着剤組成物。
【請求項３】
　炭素数１４～２２の分岐鎖アルキル基を有する（メタ）アクリレートの量が、前記アク
リル系粘着性微小球を構成するアクリル系モノマー混合物全体の２０質量％～９９質量％
である請求項１または２に記載の医療用粘着剤組成物。
【請求項４】
　前記アクリル系モノマー混合物に、さらに、炭素数１～１２のアルキル基を有する（メ
タ）アクリレートを含有する請求項１～３のいずれか一項に記載の医療用粘着剤組成物。
【請求項５】
　前記極性モノマーが、ヒドロキシル基含有モノマーである請求項１～４のいずれか一項
に記載の医療用粘着剤組成物。
【請求項６】
　前記ヒドロキシル基含有モノマーの量が、前記アクリル系粘着性微小球を構成するアク
リル系モノマー混合物全体の１質量％～１０質量％である請求項５に記載の医療用粘着剤
組成物
【請求項７】
　前記極性モノマーが、カルボキシル基含有モノマーである請求項１～４のいずれか一項
に記載の医療用粘着剤組成物。
【請求項８】
　前記カルボキシル基含有モノマーの量が、前記アクリル系粘着性微小球を構成するアク
リル系モノマー混合物全体の０．１質量％以上４質量％未満である請求項７に記載の医療
用粘着剤組成物。
【請求項９】
　前記架橋された吸水性ポリマーの添加量が、前記アクリル系粘着性微小球に対して０．
１質量％～１０質量％である請求項１～８のいずれか一項に記載の医療用粘着剤組成物。
【請求項１０】
　支持体層と、請求項１～９のいずれか一項に記載の医療用粘着剤組成物からなる粘着剤
層とを含む医療用貼付剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクリル系粘着性微小球及び架橋された吸水性ポリマーを含有する医療用粘
着剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚の創傷被覆や医療用具を皮膚に固定するために、各種医療用貼付剤が用いられてい
る。通常、このような貼付剤においては、貼付時の蒸れや粘着剤成分による皮膚刺激、あ
るいは貼付剤を剥離する際の皮膚へののり残りや角質剥離による皮膚刺激の低減が求めら
れている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、皮膚への物理的刺激が少ない医療用粘着剤として、炭素数２
～１５の（メタ）アクリル酸エステルと、カルボキシル基あるいはヒドロキシル基含有の
極性成分を主成分とした溶液重合型ポリマー１００質量％に３０～１００部の有機液状成
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分を可塑剤として含有させ、架橋処理を行ったアクリルゲル状の医療用粘着剤が記載され
ている。
【０００４】
　特許文献２には、炭素数１４～２０の分岐状アルキルアルコールの（メタ）アクリル酸
エステルを主成分とするビニル系モノマーと光重合開始剤とを含有する光重合性の液状組
成物に、紫外線を照射することにより上記ビニル系モノマーを重合して得られるアクリル
系粘着剤が記載されている。
【０００５】
　また、特許文献３には、平均粒子径が１～２５０μｍの、互いに隣接する溶媒分散型の
アクリレート系ゴム弾性粘着性微小球を含む粘着剤を、透湿性のよい基材に塗布した創傷
用包帯が記載されている。この粘着剤は、炭素数４～１２の（メタ）アクリル酸アルキル
エステルと、カルボキシル基あるいはラクタム含有の極性成分を主成分とする水分散型ポ
リマーに、懸濁液の分散安定剤として非架橋の水溶性ポリマーを少量添加している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平６－３１９７９３号公報
【特許文献２】特開平９－３２４１６４号公報
【特許文献３】特表平１０－５０８５２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　水蒸気透過性と皮膚追従性に優れ、貼付時の皮膚刺激が少なく、さらに剥離時の糊残り
や角質損傷が少ない医療用粘着剤組成物を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、炭素数１４～２２の分岐鎖アルキル基を有する（メタ）アクリレート及び極
性モノマーを含むアクリル系モノマー混合物を懸濁重合して得られ、平均粒子径が１０μ
ｍ～１００μｍであるアクリル系粘着性微小球、及び架橋された吸水性ポリマーを含む医
療用粘着剤組成物を提供するものである。
【０００９】
　さらに本発明は、支持体層と、前記医療用粘着剤組成物からなる粘着剤層とを含む医療
用貼付剤を提供するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明により、貼付時に汗による蒸れや剥れがなく、皮膚追従性に優れ、剥離時には糊
残りや角質損傷が少ない医療用粘着剤組成物、及び医療用貼付剤を提供することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本明細書において、（メタ）アクリレート、及び（メタ）アクリルは、それぞれアクリ
レートまたはメタクリレート、及びアクリルまたはメタクリルを示し、アクリル系は、ア
クリル系及びメタクリル系を含む概念である。
【００１２】
　本発明は、アクリル系モノマー混合物を懸濁重合して得られ、平均粒子径が１０μｍ～
１００μｍであるアクリル系粘着性微小球、及び架橋された吸水性ポリマーを含む医療用
粘着剤組成物に関する。
【００１３】
　アクリル系モノマー混合物は、炭素数１４～２２の分岐鎖アルキル基を有する（メタ）
アクリレートを含有する。炭素数１４～２２の分岐鎖アルキル基を有する（メタ）アクリ
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レートを含むことにより、粘着剤組成物をやわらかくし、皮膚に対する濡れ広がりと適度
な粘着性を保ち、かつ剥離時の皮膚面に与える応力を緩和するため、剥離時の角質損傷を
少なくすることができる。
【００１４】
　炭素数１４～２２の分岐鎖アルキル基を有する（メタ）アクリレートとしては、例えば
、イソミリスチル（メタ）アクリレート、イソペンタデシル（メタ）アクリレート、イソ
ヘプタデシル（メタ）アクリレート、イソセチル（メタ）アクリレート、イソステアリル
（メタ）アクリレート、イソノナデシル（メタ）アクリレート、２－デシルデシル（メタ
）アクリレート、または２－デシルドデシル（メタ）アクリレートを挙げることができる
。これらは単独で使用しても、２種以上を使用しても良い。
【００１５】
　アクリル系モノマー混合物中の、炭素数１４～２２の分岐鎖アルキル基を有する（メタ
）アクリレートの添加量は適宜選択することができ特に限定されないが、例えば約２０質
量％～約９９質量％とすることができる。
【００１６】
　アクリル系モノマー混合物中は、さらに極性モノマーを含む。少量の極性モノマーを含
むことにより、粘着剤組成物の凝集力が増加し皮膚から剥離する際の糊残りを低減するこ
とができる。
【００１７】
　極性モノマーは従来公知のものを用いることができとくに限定されないが、具体的には
例えば、アクリルアミド、またはＮ－ビニルピロリドン（ＮＶＰ）等のアミド基含有極性
モノマー；ヒドロキシエチルメタクリレート（ＨＥＭＡ）、ヒドロキシエチルアクリレー
ト（ＨＥＡ）、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、またはヒドロキシブチル（メ
タ）アクリレート等のヒドロキシル基含有極性モノマー；またはアクリル酸（ＡＡ）、メ
タクリル酸（ＭＡＡ）等のカルボキシル基含有極性モノマーを挙げることができる。これ
らのうち、ヒドロキシル基含有極性モノマーまたはカルボキシル基含有極性モノマーを好
ましいものとして用いることができる。
【００１８】
　アクリル系モノマー混合物中の極性モノマーの添加量は、適宜選択することができ限定
されないが、例えば約１質量％以上とすることができる。ヒドロキシル基含有極性モノマ
ーを用いる場合、その添加量は約１質量％以上約１０質量％未満、約１質量％～約８質量
％、または約１質量％～約６質量％とすることができる。かかる添加量が１０質量％を超
えると、皮膚接着性が悪化する傾向がある。また、カルボキシルキ含有極性モノマーを用
いる場合は、得られる粘着剤組成物接着力が上がりやすくなるため、その添加量は、約０
．１質量％以上約４質量％未満とするのが好ましい。
【００１９】
　アクリル系モノマー混合物には、さらに炭素数１～１２のアルキル基を有する（メタ）
アクリレートを含んでも良い。炭素数１～１２のアルキル基は、直鎖、分岐鎖、または環
状のいずれでもよい。このような（メタ）アクリレートとしては例えば、メチル（メタ）
アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソア
ミル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘキシル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（
メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、イソノニル（メタ）アクリレ
ート、デシル（メタ）アクリレート、またはラウリル（メタ）アクリレート、シクロヘキ
シル（メタ）アクリレート等を挙げることができる。中でも、２－エチルヘキシルアクリ
レート、イソオクチルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ラウリルアクリレート等
の炭素数１～１２の直鎖または分岐鎖アルキル基を有する（メタ）アクリレートを好まし
いものとして挙げることができる。
【００２０】
　アクリル系モノマー混合物中の炭素数１～１２の直鎖または分岐鎖アルキル基を有する
（メタ）アクリレートの添加量は特に限定されないが、例えば、０～約７９質量％とする
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ことができる。
【００２１】
　アクリル系モノマー混合物には、さらに架橋剤を含んでも良い。架橋剤としては、少な
くとも二つ以上の（メタ）アクリレートを有する多官能性の（メタ）アクリレートを用い
ることができる。具体的には例えば、１，４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、
１，６－ヘキサンジールジ（メタ）アクレート）、トリオール（例えばグリセロールなど
）の（メタ）アクリル酸エステルおよびテトロール（例えばペンタエリトリトールなど）
の（メタ）アクリル酸エステルを用いることができる。
【００２２】
　アクリル系モノマー混合物中の架橋剤の添加量は、特に限定されないが例えば、アクリ
ル系モノマー混合物に対して約０．０１質量％～約０．５質量％とすることができる。架
橋剤配合量が少ないと、粘着剤組成物は十分な凝集力が得られず、皮膚に糊残りを生じる
場合があり、反対に過剰な場合は凝集力が高すぎ、所望の皮膚粘着力が得られなくなる。
【００２３】
　本発明のアクリル系粘着性微小球は、アクリル系モノマー混合物を懸濁重合して得られ
、光散乱法で測定した平均粒子径が１０μｍ～１００μｍである。平均粒子径は、たとえ
ば、粒度分布測定器ＬＳ１３　３２０（ベックマン・コールター社製）を用いて体積平均
粒子径として測定することができる。アクリル系粘着性微小球は、中実であっても中空で
あってもよい。
【００２４】
　架橋剤を含むモノマー混合物を懸濁重合することにより得られる粘着性微小球は、微小
球内部または微小球同士（微小球間）で架橋が起こる。これらいずれの架橋状態において
も本発明の効果を発揮することができる。微小球同士が粒子間で架橋されている場合は、
特に糊残りにおいて効果を発揮し、ほとんど糊残りがなくなる。
【００２５】
　かかるアクリル系粘着性微小球は、上述のアクリル系モノマー混合物を懸濁重合するこ
とにより得られる。例えば、リアクターに、イオン交換水と界面活性剤を加えて攪拌した
後、アクリル系モノマー、重合開始剤、及び所望により架橋剤を加えて、窒素等の不活性
気体下で、加熱、混合、冷却して行う。
【００２６】
　懸濁重合を行う際、重合条件を調節することによりアクリル系粘着性微小球の平均粒子
径を調整することができる。重合条件とは一般に、攪拌速度、リアクターの容積、邪魔板
、攪拌翼の形状や枚数等をいい、これらを適宜選択することにより所望の平均粒子径を有
する微小球を得ることができる（「懸濁重合におけるポリマー粒子径制御」田中正人著、
株式会社アイピーシーより平成５年６月２０日発行）。
【００２７】
　本発明の医療用粘着剤組成物は、さらに、架橋された吸水性ポリマーを含む。
【００２８】
　本明細書において、「吸水性ポリマー」とは、ＪＩＳで規定されている「高吸水性樹脂
」をいうもの、すなわち「水を高度に吸水して膨潤する樹脂であり、架橋構造の親水性物
質で、水と接触することによって吸水し、一度吸水すると圧力をかけても離水しにくい特
徴をもつもの。」をいうものとする。あるいは、吸水性ポリマーとは、自重の１０倍以上
の吸水力をもつポリマーを示すものとする。ポリマーの吸水性能は、ＪＩＳ　Ｋ７２２３
の吸水性樹脂の吸水量試験方法あるいはＪＩＳ　Ｋ７２２４の吸水性樹脂の吸水速度試験
方法を用いて測定することができる。
【００２９】
　架橋された吸水性ポリマーは、あらかじめ架橋された粒子状の吸水性ポリマーを用いて
も、非架橋の吸水性ポリマーを用いて後から架橋しても良い。
【００３０】
　あらかじめ架橋された粒子状の吸水性ポリマーは、懸濁重合後の生成物に添加して用い
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ることができる。このような架橋された粒子状の吸水性ポリマーとしては例えば、架橋さ
れたカルボキシメチルセルロース、架橋されたポリアクリル酸、またはこれらのナトリウ
ム塩やカルシウム塩などの塩を用いることができる。架橋された粒子状の吸水性ポリマー
を使用することにより、汗に強い粘着剤組成物を得ることができ、かかる組成物を貼付剤
に用いた場合に、汗による蒸れや剥れ、あるいは皮膚刺激を低減することができる。架橋
された吸水性ポリマー粒子の平均粒子径は、特に限定されないが、アクリル系粘着性微小
球の平均粒子径を考慮すると、約５μｍ～約１００μｍのものを使用するのが好ましい。
【００３１】
　非架橋の吸水性ポリマーを使用する場合は、アクリル系モノマー混合物を懸濁重合して
得られた生成物に非架橋の吸水性ポリマーを添加した後架橋する。吸水性ポリマーを架橋
せずに使用した場合には、粘着剤組成物を基材に塗布、乾燥した後に吸水性ポリマーが粘
着性微小球の表面に均一に付着するため粘着力が低下する傾向がある。
【００３２】
　非架橋の吸水性ポリマーとしては、例えばポリエチレングリコールまたはそのアルキル
エステル、ポリプロピレングリコール、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、ポリビニルア
ルコール、ＣＭＣまたはその塩、ポリアクリル酸またはその塩、メチルセルロース（ＭＣ
）、ヒドロキシプロピルセルロース（ＨＰＣ）、ヒドロキシエチルセルロース（ＨＥＣ）
、ヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）、等のセルロースの低級アルキルエ
ステル、またはポリグリセリンまたはそのアルキルエステル等を使用することができる。
非架橋の吸水性ポリマーを架橋する際には、例えば吸水性ポリマー中のヒドロキシル基や
カルボキシル基と反応性のある架橋剤を用いて、３次元的に架橋を行うことができる。こ
のような架橋剤としては、例えばアルデヒド化合物、アセタール化合物、エポキシ化合物
、ポリカルボン酸、アルカリ土類金属塩等を挙げることができる。
【００３３】
　架橋された吸水性ポリマーの添加量は特に限定されないが、アクリル系粘着性微小球に
対して約０．１質量％以上約１０質量％未満とすることができる。
【００３４】
　本発明の粘着剤組成物は、上述のようにしてアクリル系モノマー混合物を懸濁重合して
、アクリル系粘着性微小球を形成したのち、架橋または非架橋の吸水性ポリマーを加えて
混合、粘度調整し、必要に応じて添加剤を加えて基材に塗布乾燥することにより製造する
ことができる。さらに、従来公知のエポキシ系、イソシアネート系、またはアジリジン系
の架橋剤を加えて、基材に塗布乾燥した後、架橋を行うこともできる。またさらに、ベン
ゾフェノン等の光架橋剤を使用することによって、塗布乾燥後、紫外線等により架橋する
こともできる。このとき、アクリロイルベンゾフェノン等の光架橋剤を、あらかじめ粘着
性微小球中に共重合しておくと光架橋が効率的に行える。その他、電子線照射、あるいは
ガンマ線照射等の物理的な手法を用いて、アクリル系粘着性微小球の粒子間で架橋を行う
こともできる。
尚、非架橋の吸水性ポリマーを使用する場合は、アクリル系粘着性微小球と混合した後、
架橋を行う必要がある。
【００３５】
　本発明の粘着剤組成物は、さらに、必要に応じて通常用いられる界面活性剤、分散安定
剤、開始剤などの添加剤を用いることができる。
【００３６】
　界面活性剤としては、例えば、アルキル硫酸エステル塩、アルキルベンゼンスルホン酸
塩、ポリオキシエチレンアルキル燐酸エステルなどの陰イオン界面活性剤；ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂
肪酸エステルなどの非イオン界面活性剤；アルキルアミン塩、第四級アンモニウム塩など
の陽イオン界面活性剤；またはポリビニルアルコール、ポリエチレングリコール、ポリプ
ロピレングリコールなどの親水性ポリマーを挙げることができる。
【００３７】
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　分散安定剤としては、例えば、ポリアクリル酸アンモニウム、ポリアクリル酸ナトリウ
ム、ポリアクリル酸リチウム、ポリアクリル酸カリウムなど、分子量が約５０００を超え
るポリアクリル酸塩を含む中和ポリカルボン酸類；カルボキシ修飾ポリアクリルアミド類
をはじめとするアクリルアミド類；アクリル酸とジメチルアミノエチルメタクリレートと
のコポリマー；第四級化アミン置換セルロース誘導体などの第四級アミン類；架橋ポリビ
ニルアルコール類；またはカルボキシメチルセルロースナトリウムなどのカルボキシ修飾
セルロース誘導体、親水性エーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシ
エチレンアルキルエステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン
脂肪酸エステルなどのエステル類を挙げることができる。
【００３８】
　開始剤としては過酸化ベンゾイル、ラウロイルパーオキサイド、ビス（４－ターシャリ
ーブチルシクロヘキシル）パーオキシジカーボネートのような有機過酸化物や、２，２’
－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス－２－メチルブチロニトリル、４，
４’－アゾビスー４－シアノバレリアン酸、２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオン
酸）ジメチル、アゾビス２，４－ジメチルバレロニトリル（ＡＶＮ）等のアゾ系重合開始
剤が用いられる。この開始剤の使用量としては、モノマー混合物１００質量部あたり、０
.０５～５質量部とすることができる。
【００３９】
　本発明の医療用粘着剤組成物は、皮膚刺激性に影響を与えない範囲で、通常用いられる
種々の添加剤を添加することができる。添加剤としては、例えば増粘剤（レオロジーモデ
ィファイアー）、可塑剤、酸化防止剤、保湿剤、または薬効成分を有する薬剤を挙げるこ
とができる。薬剤は、創傷治療用、局所投与用、または全身投与用等いずれの薬剤を添加
しても良い。
【００４０】
　本発明の医療用貼付剤は、支持体層と、本発明の医療用粘着剤組成物からなる粘着剤層
とを含む。医療用貼付剤は、例えば、従来用いられる基材からなる支持体層に粘着剤組成
物を塗布・乾燥する、あるいは支持体層に、あらかじめ別の基材上に医療用粘着剤組成物
を塗布・乾燥して形成した粘着剤層をラミネートすることにより得られる。
【００４１】
　支持体層は、通常医療用貼付剤に用いられる柔軟な基材を使用することができ特に限定
されない。具体的には例えば、ポリエステル、ポリオレフィン、またはセルロースエステ
ル等のポリマーフィルム；ポリエステル、ポリオレフィン、セルロースエステル、ポリウ
レタン、またはポリアミド等からなる織物・編物・不織布；または紙などを使用すること
ができる。
【００４２】
　これらの中でも、高い水蒸気透過率を有する基材を好ましいものとして使用することが
できる。水蒸気透過率は、例えば、８０％の湿度差をもって４０℃においてＡＳＴＭ　Ｅ
　９６－８０に従って測定した２４間水蒸気透過率（ＭＶＴＲ　Ｔ２４）が、約５００ｇ
／ｍ２以上、または約１０００ｇ／ｍ２以上であることが好ましい。あるいは、米国特許
第３６４５８３５号明細書および同第４５９５００１号明細書に開示されている材料から
なる基材や特表２００３－５０３５３８号公報に挙げられるような材料からなる不織布基
材を用いることができる。
【００４３】
　医療用貼付剤は、支持体層、粘着剤層のほかに、例えばライナーや表面保護層等、通常
用いられる他の機能層を積層することができる。
【００４４】
　支持体層の目付けは、水蒸気透過性や皮膚追従性に影響しない範囲で適宜選択すること
ができる。例えば、約２０ｇ／ｍ２～約５００ｇ／ｍ２とすることができる。
粘着剤層の塗布量も、同様に水蒸気透過性や皮膚追従性に影響しない範囲で適宜選択する
ことができる。例えば、約１０ｇ／ｍ２～約１５０ｇ／ｍ２とすることができる。
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【００４５】
　本発明の医療用粘着剤組成物は、皮膚刺激性が小さく糊残りが少ないため、皮膚に適用
して医療現場で使用することができる。本発明の医療用粘着剤組成物からなる粘着剤層を
支持体層に積層して貼付剤とした場合は、創傷被覆用のテープや包帯、医療用具を皮膚に
固定するためのテープ、またはサポーター等として使用することができる。さらに、粘着
剤層に薬剤を含む場合は薬剤の種類に応じて創傷治療用貼付剤、局所投与用の貼付剤、ま
たは全身投与用の貼付剤として使用することができる。
【実施例】
【００４６】
　本明細書中の実施例、比較例で用いた粘着剤組成物の組成及び平均粒子径を表１に示す
。
【００４７】
　表１で用いた原材料の詳細は下記に示すとおりである。
ＬＡ：ラウリルアクリレート（大阪有機化学工業株式会社製）
ＨＥＤＡ１６：２－ヘキシルデシルアクリレート（東邦化学工業株式会社製）
ＨＥＭＡ：ヒドロキシエチルメタクリレート（三菱レイヨン株式会社製アクリエステルＨ
ＩＳＳ）
２ＥＨＡ：２－エチルヘキシルアクリレート（株式会社日本触媒製）
ＡＡ：アクリル酸（東亞合成株式会社製）
ＨＤＤＡ：１，６－ヘキサンジオールジアクリエート（２官能性架橋剤、共栄社化学株式
会社製ライトアクリレート（ＴＭ）１．６ＨＸ－Ａ）
ＡｃＤｉＳｏｌ：架橋カルボキシメチルセルロースナトリウム粒子（架橋された吸水性ポ
リマー粒子、ＮＣＦコーポレーション社製アクジゾル（ＴＭ）　ＳＤ－７１１）
ＳＡＰ：ポリアクリル酸ナトリウム（架橋された吸水性ポリマー粒子、住友精化株式会社
製アクアキープ（ＴＭ）　１０ＳＨ－ＮＦ）
ＥＭＡＮＯＮ（ＴＭ）　３２９９ＲＶ：ポリエチレングリコールジステアレート（分散安
定剤、花王株式会社製エマノーン（ＴＭ）　３２９９ＲＶ
ＴＴ６１５：ポリアクリル酸塩（分散安定剤、ローム・アンド・ハース社製プライマル（
ＴＭ）　ＴＴ－６１５）
Ｎｅｏｐｅｌｅｘ（ＴＭ）　Ｇ－１５：ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム（界面活
性剤、花王株式会社製ネオペレックス（ＴＭ）　Ｇ－１５）
Ｖ－６０１：ジメチル２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオネート）（開始剤、和光
純薬工業株式会社製）
　粘着剤組成物の製造
実施例１～１０、比較例１、３～６
還流冷却管、温度計、窒素ガス導入装置を取り付けたセパラブルフラスコに、イオン交換
水１１５質量部、界面活性剤（花王株式会社製ネオペレックスＧ－１５）１０質量部を加
え、均一に攪拌した。表１に示すアクリルモノマー、架橋剤、開始剤（和光純薬工業株式
会社製Ｖ－６０１）０．２質量部を加え、窒素ガスを導入しながら７０℃で３時間、その
後８５℃でさらに２時間攪拌し、固形分比４５％、平均粒子径１０～１００μｍの本発明
の粘着剤の懸濁液を調製した。懸濁液を室温に冷却した後、表１に記載の吸水剤、安定剤
を加えて塗布可能な粘度に調節し、ポリエステル・レーヨン混紡不織布（目付け５０～６
０ｇ／ｍ２）に直接塗布し乾燥、あるいはシリコーン処理したフィルムに塗布、乾燥した
後に上記の不織布にラミネートしてサンプルを作成した。粘着剤の塗布量は、実施例１～
４、６～１０、比較例１、３～６は５０ｇ／ｍ２、実施例５は４０ｇ／ｍ２とした。
比較例２
イオン交換水、アクリルモノマー、架橋剤、界面活性剤（花王株式会社製ネオペレックス
Ｇ－１５）をホモミキサーにて乳化し、モノマーエマルションを得た。反応容器にモノマ
ーエマルション、開始剤（和光純薬工業株式会社製Ｖ－６０１）を投入し、窒素ガスで置
換したのち、６５℃で２４時間加熱攪拌し、平均粒子径２μｍの粘着剤の懸濁液を得た。
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懸濁液を室温に冷却した後、表１に記載の吸水剤、増粘剤を加えて塗布可能な粘度に調節
し、シリコーン処理したフィルムに塗布、乾燥した後に不織布にラミネートし、粘着剤塗
布量が３０ｇ／ｍ２となるサンプルを作成した。
【００４８】
　粘着剤の粒径分布測定
上記の方法にて重合した懸濁液について、粒度分布測定器ＬＳ１３　３２０（ベックマン
・コールター社製）を使用して粘着剤組成物の体積平均粒子径を測定した。結果は表１に
示した。
【００４９】
　水蒸気透過性試験
上記実施例および比較例で作成したサンプルについて、ＪＩＳ　Ｌ１０９９（繊維製品の
透湿度試験方法）Ａ－２．ウォーター法に準拠し、水蒸気透過性を評価した。イオン交換
水を入れたカップの上に試料をかぶせ、３７℃／５０％ＲＨの環境に放置したときのカッ
プ全体の重量変化より、試料の透湿度を算出した。透湿度が５００ｇ／ｍ２・２４ｈ以上
であれば良好とみなした。結果を表２に示した。
【００５０】
　皮膚貼付試験
６名の健康なボランティアの背中に本発明の実施例、比較例となる粘着テープを貼りつけ
、下記１）～５）の粘着特性を評価した。結果を表２に示した。
１）皮膚粘着力
６名の健康なボランティアの背中に幅２５ｍｍにカットした各サンプル３本ずつを重さ２
ｋｇのローラを１往復させて圧着し、１０分経過後（以下、Ｔ０と表記）、４時間経過後
（Ｔ４と表記）、２４時間経過後（Ｔ２４と表記）に各１本ずつ、角度１８０度、速度１
５ｃｍ／分にて剥離し、その際の粘着力を記録し、その平均値を算出した。
２）固定力（一定時間経過後のテープの浮き）
上記の皮膚粘着力試験のサンプルについて、Ｔ０、Ｔ４、Ｔ２４におけるサンプルの浮き
を記録した。皮膚に接着していない部分のサンプルの面積を目視にて算出し、浮きがない
場合を０、皮膚から離脱した場合を５として６段階で評価し、その平均値を算出した。
３）糊残り
上記の皮膚粘着力試験のサンプルを引き剥がした後、テープ貼付部位にティッシュペーパ
ーを当て、皮膚への粘着剤の残留を面積にて算出した。糊残りが全くない場合を０、貼付
部全体に糊が残った場合を糊残り５として６段階で評価し、その平均値を算出した。
４）皮膚刺激性（剥離時の皮膚の赤み）
上記の皮膚粘着力試験のサンプルを引き剥がした直後、および１０分後の皮膚の赤みを判
定した。目視にて発赤が観察された部分を赤みの濃さと面積で比較し、赤みがない場合を
０、貼付部全体が濃い赤みとなった場合を赤み５として６段階で評価し、その平均値を算
出した。
５）剥離時の角質損傷
上記の皮膚粘着力試験にて、４時間経過後（Ｔ４）の剥離したサンプルの粘着面の任意の
点を赤外透過率測定器（ＡＴＲ法）にて測定した。角質（たんぱく質）の振動数（１５３
９ｃｍ－１、１６３０ｃｍ－１）における吸光度を測定し、実際の皮膚を測定したときの
吸光度を１００％、皮膚に貼り付けていない粘着剤単独での吸光度を０％とし、粘着面に
付着した角質の吸光度を％で記録し、その平均値を算出した。
【００５１】
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【表１】

【００５２】
【表２】
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